









 は じ め に






1 ＮＬＰと ｢トレーナーズトレーニング｣ について
ＮＬＰ (神経言語プログラミング) は, 1970年代の初めにカリフォルニア大学サンタク






体的プロセス構造｣ と呼ぶ設計構造をもとに緻密に設計されている｡ また, ｢トレー
ニングと学習の設計操作原理｣ を説明する際の参照体験として様々なエクササイズ
が組み込まれており, そのことをたびたびフューチャー・ペース (予告) している
ことを明らかにする｡ さらに, ワーク・ショップの冒頭に行う枠組む (フレーミン
グする) 手法についても考察している｡
















｢米国ＮＬＰ協会 (The Society of NLP)｣ からトレーナー・アソシエイト (準トレーナー)













このワーク・ショップに筆者は2008年, 2010年, 2018年と３回参加しており, ここで学
んだ方法で, 実際にプレゼンテーションや講義などを設計している｡




これは, 米国ＮＬＰ協会理事長クリス博士だからこそ可能になります｡ 彼女は ｢Ｎ
ＬＰの構造化｣, ｢学習システム｣ のスペシャリストだからです｡ クリス博士はＮＬＰ
創世記から天才リチャード・バンドラー氏の側にいた人物で, ｢ＮＬＰの体系化 (構
造化)｣ に尽力してきました｡ ｢ＮＬＰがなぜワークするのか (つまり, ＮＬＰのアン
ダーラインプロセス)｣ を延々と研究してきただけでなく, 天才バンドラー氏が生み
だした数々のコンセプトを ｢普通の人｣ が使いこなせるように ｢スキル化｣ してきた
方です (当時, バンドラー氏のトレーニングで使用されていたテキストはクリス博士
が編集していた)｡ それゆえ, 彼女はＮＬＰの深部構造を知り尽くしているのです｡
そして, ＮＬＰのみならず ｢学習システム理論｣ の専門家であることもクリス博士の
特色です｡ もし彼女以外からこのようなことを学ぼうとすると, ｢一般意味論｣, ｢情
報科学｣, ｢認知理論｣, ｢学習理論｣, ｢システム研究｣ などの難解で膨大な知識を学ば
なければなりませんが, クリス博士は ｢ＮＬＰ｣ という言語を通してシンプルに教え
てくれます｡
実際に, クリスはワーク・ショップで ｢システム (思考)｣ という概念をたびたび使う｡
また, 講師のクリスについて同サイトで受講生のＲ・Ｉは以下のように書いている｡



























そして, この ｢意図の探求｣ のプロセスもまた ｢脳の学習原理｣ に沿って設計され




トレーニング冒頭で出てきた興味深い ｢？｣ が, コース終盤に向けて次々と ｢ああ！
















そして一日に何回か, こういうことか！と, 発見し感動し, 何かとつながるような























6 トレーニングと学習の ｢全体的プロセス構造｣ と ｢設計操作原理｣ について
 トレーニングと学習の全体的プロセス構造
クリスは, このワーク・ショップ前期の最終日の終盤に ｢トレーニングと学習の全体的
プロセス構造｣ (図表１参照) を紹介した｡ これは, ｢成人が加速的／相乗的に, 思考と行
動の柔軟性／創造性／稼働性をさらに広げつつ学習する全体的なプロセスのモデル｣ であ
り, ｢トレーナーがプレゼンテーションを組み立てる際の貴重なツールとなり, システム






































































７. チャンキング (帰納的, 演繹的パターン) と構文 (体系の要素の順序)
８. 時間の組織化
９. 初頭と親近性効果
10. ｢未完成｣ 効果 (ツアイガルニック効果)
11. 言語の役割




ワーク・ショップ前半の初日は, 以下の (図表３) のスケジュールで進行した｡ 左に時
刻も記した｡ 以下では, ワーク・ショップの第１日目の内容について３つのパート (図表
ワーク・ショップの設計構造に関する一考察 (1) 123


















































３に記載した) に分けて, 逐語録 (下線は筆者) を紹介し, その内容について考察してい
く｡
2 トレーナーズトレーニングの１日目 (パート１) の内容と考察
 クリスの導入のあいさつ
ワーク・ショップの冒頭, クリスは次のような話をした｡
皆さんにとって学びは重要です｡ そして, 皆さんは動議づけられています｡ 皆さん
は, 色々な場所にいることができたにも関わらず, ここに学びに来ています｡ という











バンドラーに ｢どのようにＮＬＰを開発したのか？｣ と質問したところ, ｢サティ









ろを探したり, 診断したりするものではなく, 自らのリソースを組織化する方法, 手












いうことを知りませんでした｡ 言葉遣いについて, 大学院では ｢何が問題ですか｣




クリスは, ｢では, 皆さん自身がＮＬＰの旅路を振り返ることをしてください……, リ
ラックスしてください｡｣ といい, 受講生をトランス誘導して, ｢ＮＬＰを知らなかったと
き……, プラクティショナー・コースを始めたとき……, マスター・コースを受講したと
き……, そして, より大きな可能性を開花させつつ……｣ と, 受講生に質問3)していった｡
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｢私が推測するには, あなたは (複数の) 変化をおこしたいのでここにいるし, す
でに人生の中で沢山の変化を生み出してきているのではないですか｡ だから, 観点
をシフトさせ, 今, より多くの, 異なる選択肢を視野に入れ, 実行する方法を知っ















レーニングでは, マインドのポテンシャルを使い, (それを) 広げていくことをやっ
ていきます｡
 学びについての４つの質問とマインド・マップの作成




れませんが, 無意識の中から生まれてきたことを信頼して書いて下さい｣ と伝えた｡ １つ
の質問に１分程度書くように指示して, 合計10分程度書いた後で休憩となった｡
 トレーナーズトレーニングの１日目のパート１の考察
｢ クリスの導入のあいさつ｣ では, ｢動機づけられている｣ ｢学びは重要｣ ｢学びは目
的をもっている｣ ｢特定のコンテクストを超えて応用していきたいと思っている｣ とフレー
ムを設定している｡ それ以外のプロセスでも ｢好奇心｣ ｢情熱｣ ｢探索｣ ｢拡大｣ ｢くつろが







また, ｢ クリス自身のＮＬＰの学びの旅路の話｣ では, クリスが初めてＮＬＰを知っ
た時のこと, トレーニングを開始した時のこと, バンドラーと一緒にトレーナーを始めた
時の話をした｡ それらの話が１つのイメージとして参加者に提供された後で, ｢ 受講生
自身のＮＬＰの学びの旅路｣ をふりかえらせた｡ ＮＬＰを学び続けてきたことで, 大きな
変化を体験し続けてきたことを受講生にも意識化させた｡
そのプロセスを経て ｢ 学びについての４つの質問とマインド・マップの作成｣ をさ
せた｡ ここまでのプロセスを, ｢トレーニングと学習の全体的プロセス構造｣ (図表１参照)
に突き合わせると,  クリスの導入のあいさつと,  クリス自身のＮＬＰの学びの旅路
の話が ｢枠組み｣ に相当する｡ 続いて,  受講生のＮＬＰの学びの旅路のふりかえりを
｢参照体験｣ にして,  学びについての４つの質問に答えさせ (｢再コード化｣), マイン
ド・マップの作成をさせることが ｢一般化｣ に相当するものと考える｡
3 トレーナーズトレーニング１日目 (パート２) の内容と考察
 ｢Art of human being｣ のフレーム
休憩後, クリスは, ｢Art of human being｣ と呼ぶフレームについて, ｢多文脈的なもの
で, どのようなコンテンツでも使用できるもの, どのような聴衆にも使え, セラピー, コー
チングなどでも活用できる｡｣ と説明した｡




















































かを) 知っていたとしても, どのように使えるかは分からない｡ これは６日目にハンドア
ウトを渡して説明するが, すでに情報提供を始めている｡｣ ｢全てのエクササイズは, 主要





だからです｡ 私もプロセスの一部だということです｡ 私も発見していきます｡ 私がガ






















ことです｡ 大人は１回で学びたいと思っていますが, それは不可能です｡ 私たちは近




るかということ) に気づくことはできず, 無意識のレベルで起きています｡ 最初に無
意識のレベルで起こり, 後で振り返ります｡ 実習の後に振り返ったときに気づき始め
ることができます｡ 一連の学びが登場したとき, それは常により幅広い学びの一部に













点をあてているときに, 同時に楽しいことに焦点をあてられません｡ パート１の ｢学
びとは苦しいものだ｡ 学びというものは１回で正しく学ばないといけないから｡｣ と







ペースでもあります｡ 逆に, パート２の ｢学びとは自然なプロセスで, 楽しいものだ｡
人は学ばざるをえない｡｣ というフレームは, 他者との交流を促進します｡ 学校に行
く前の子どもたちの様子を見ていれば分かります｡ どのように枠組むかによって, 自
分の思考だけではなく, 他者との交流 (関係性) にも影響を与えます｡
３つ目の ｢私たちは発展するように設計されている｡｣ という原則を, クリスは ｢私た
ちは発展, 進化しないでいることはできない｡｣ と言い換えたうえで, ｢これはどのように
参加者と接するかということと関係します｡ 参加者にも影響を与えます｡｣ と話し, 受講
生を立ち上がらせ, 次のように指示した｡
４つ目の ｢私たちは成功するように設計されている｡｣ という原則については, クリス
は次のように話した｡
この原則には ｢成功する｣ と動詞が使われていますが, ｢成功｣ は進行中の活動
(プロセス) です｡ 成功は到達点ではありません｡ これは失敗というラベルを与える
ことにも関連します｡ 人間はミスを避けたいという傾向をもっています｡ 失敗は実験
の一部だということに多くの人は気づいていません｡ 失敗は近似法の中の一つのステッ
プです｡ ミスと呼ぶ状態を作ったときに観察 (カリブレート) し, 観察するごとに学
んでいきます｡ ミスと呼ぶものは偉大なブレーク・スルーになっています｡ ペニシリ
















えて欲しいです｡ そのことを無意識に伝えておいて欲しいのです｣ といい, 90分のランチ・
タイムに入った｡
 トレーナーズトレーニングの１日目のパート２の考察
ここまでのプロセスでは ｢ Art of human being のフレーム｣ と呼ぶ４つの原則を説
明した後で, 関連する ｢ コントラスト・フレームのエクササイズ｣ を４つさせた｡ エ
クササイズ後には必ず受講生にシェアーをさせ, 受講生自身が発見したように進め, ４つ
のフレームを強化した｡ この後, ワーク・ショップは, 前述の Art of human beingのフレー



















































Art of human being の４つのフレームが ｢枠設定｣ に相当し, そのコントラスト・フレー
ムの４つエクササイズが, ｢参照体験｣ に相当し, エクササイズの振り返りのシェアーが
｢再コード化｣ になり, フューチャー・ペースの後のランチ・タイムの時間が, ｢一般化｣
に相当するものと考える｡
また, クリスは, (後日説明するが) ｢すでに情報提供を始めている｣, ｢全てのエクササ
イズは, 主要な設計操作原理の実践例｣, ｢近似法を使って学んでいる｣ などといい, ここ
でもフューチャー・ペースをしている｡
4 トレーナーズトレーニング１日目 (パート３) の内容と考察
 午前中の全般的振り返り




続いて, クリスは, 学びに関する小さなマインド・マップを受講生に取り出させ, ｢午
前中に色々な人と話して, コントラスト・フレームを体験しました｡ さらに出てきた連想
やメタファーがあったら, マインド・マップに追加して欲しいです｡｣ と言った｡ さらに
｢ここで予告編｣ とことわり, ｢次の作業は, 最初のプレゼンにつながっています｡ みなさ
んの熱意を見たいです｡ 前期の７日間と後期の７日間にプレゼンの機会が用意されていま

















す｡ １枚のフリップ・チャートを使います｡ 全ての学びの統合です｡ 日本でトレーナー
ズトレーニングをして15年経ちますが, これまで全く同じ ｢学びの連想｣ はありませ
























日を……, １人１人にお礼を言いたい｡｣ と言い, 初日は, 19時半に終了した｡
 トレーナーズトレーニングの１日目のパート３の考察
ランチ・タイム後に, クリスは, ｢ 午前中の全般的振り返り｣ をし, マインド・マッ
プに追記させた｡ そして, 次の演習が最初のプレゼンテーションにつながること, 後期の
最終日にも公式なプレゼンテーションの機会があることなどをフューチャー・ペースした｡
彼女も言うように, 午前中は学びについて枠設定をしていた｡ それらのフレームが, この
後, 人との交流やふるまいに影響を与えていった｡ 続いて, ３～４人のグループで ｢
マインド・マップのシェアー｣ をさせた (参照体験)｡ 他の受講生のシェアーを聞きなが
ら新たな連想が思い浮かんできたら, 自分のマインド・マップに付け加える (再コード化
する) ようクリスは指示した｡ 続いて ｢ グループのマインド・マップの作成｣ をさせ
た｡ これは ｢一般化｣ に相当する｡ ｢人は影響を受けずにいられない｡｣, ｢影響を与えずに
はいられない｡｣ という午前中に紹介されたフレームを思い出させて (フューチャー・ペー
スをして), 共同グループとしてのマインド・マップを作成させた｡ このように, パート




参加者に見させた｡ 昼休憩後も, マインド・マップを取り出させた｡ さらに, グループで
の連想のシェアーを (シェアーの間も新たな連想が思い浮かんできたら, マインド・マッ
プに追記) した後で, グループとしてのマインド・マップを作成させた｡ クリスの言うよ
うに, 個々のパートの間に時間を作り, 無意識の働きをさせている｡
続いて ｢ グループのマインド・マップのプレゼンの準備とプレゼン｣ が行われた｡
これは ｢応用・実践・計画｣ に相当する｡ そして, 同じパターンを３回繰り返したこと,
および ｢ 全体のシェアー｣ は ｢学習内容を堅固にする｣ に相当するものと考える｡ こ
こでは, 学びの連想のシェアーを他の人にシェアーし, 統合 (グループのマインド・マッ
プの作成とプレゼンテーション) する中で新しく異なる観点が生まれたことを意識化させ
た｡ なお, 最後の ｢Ｃ) 学びの意味を最初に探求する意味は？｣ という質問は２日目にも
134
シェアーする時間が作られる｡
 お わ り に
本稿では第Ⅰ章で本稿の目的を説明した後, 第Ⅱ章でクリスのトレーナーズトレーニン
グの特徴や魅力について受講生の感想などを紹介した｡ クリスのトレーナーズトレーニン











































































察した｡ この手法は２日目の講座で説明される (つまり, 初日のこの設計構造自体も２日
目の講座の参照体験として活用される)｡
１日目の最後には, 様々な体験を経て新しく異なる観点が生まれたこと, 受講生の観点
が豊かになったことが質問によって意識化された｡ さらに, ｢学びの意味｣ をなぜ１日目
に探究してきたのか質問が与えられた｡ この問いは, ２日目に再び問われる｡
本稿を通じて, 様々な示唆が得られるが, 特に, ｢トレーニングと学習の全体的プロセ
ス構造｣ でプログラムを設計する方法, そのプロセスを繰り返すことで学習を強化する方
法, ワーク・ショップの冒頭に枠組む (フレーミングする) 方法を明確に提示できたもの
と考える｡ またワーク・ショップで行われるエクササイズの全てが, ｢トレーニングと学
習の設計操作原理｣ の実践例 (参照体験) として活用されることが１日目からフューチャー・
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